
国内皮革産業の維持・発展に向けた検討委員会 

設置概要 

 

１． 検討委員会の目的 

⚫ 国内外での産業維持・発展に向けた課題を調査し、業界でのあるべき姿・行動目標を定め、ロード

マップを検討することで今後の政策展開に繋げていくことを目的として、経済産業省及び一般社団

法人日本皮革産業連合会が共同して本検討委員会を設置する。 

 

２． 主な検討事項 

⚫ 国内皮革産業の維持・発展に向けた課題調査と対応策 

⚫ 国内皮革産業のあるべき姿、将来像 

⚫ あるべき姿、将来像に向けた行動目標 

⚫ 行動目標の実現に向けたロードマップ 

 

３． 検討委員会の運営要領 

（１）検討委員会の構成 

⚫ 委員により構成する。（委員は資料１の通り） 

⚫ 委員長を 1名置く。 

⚫ 委員は欠席する場合には、委員代理を出席させることができる。 

 

（２）検討委員会の運営 

⚫ 検討委員会の事務は委員長が掌理する。 

⚫ 検討委員会の運営事務は、経済産業省、一般社団法人日本皮革産業連合会及び経済産業

省委託事業受託者が行う。 

⚫ 検討委員会の下で、テーマ別のタスクフォース会合、合同ヒアリング会等の会議を開催し、その調

査・検討を補完することができる。 

⚫ 委員長は必要に応じ、臨時委員、専門家等を招聘し又はオブザーバーの追加出席、発言を認め、

検討に必要な意見聴取や報告を求めることができる。 

⚫ 検討委員会において意思決定が必要な場合、原則として出席委員の過半数をもって決し、可否

同数の場合には委員長が決する。 

⚫ 会議は原則非公開で行う。会議資料は開催回ごとに公表・非公表範囲を定める。 

⚫ 会議は記録のため録画又は録音し、議事録（要旨）を作成する。 

⚫ 検討委員会の開催経過、議事録（無記名・要旨）及び検討事項に係る最終成果は報告書に

掲載し、一般の閲覧に供する。 

 

  

資料２ 



４． 開催スケジュール 

 開催時期 主な議題 

第 1回 2024年11月25日（月）

15:00～17:00 

⚫ 国内皮革産業の維持・発展に向けた検討委員会

の設置 

⚫ 事業概要と調査・検討の進め方 

⚫ 各調査の実施方針・概要について 

⚫ 国内皮革産業のあるべき姿と行動目標・ロードマッ

プの構成要素と方向性について 

⚫ 有識者講演「国内ファッション・アパレルブランドの現

状と課題」（長沢伸也 早稲田大学大学院経営

管理研究科 教授） 

第 2回 2025年 1月下旬頃 ⚫ 調査結果報告と課題整理について 

⚫ 国内皮革産業のあるべき姿と行動目標・ロードマッ

プ骨子案について 

⚫ 講演（関連業界２社程度） 

第３回 2025年 2月上中旬頃 ⚫ 国内皮革産業のあるべき姿と行動目標・ロードマッ

プ（案）の検討 

第４回 2025年 2月下旬 

～３月初旬頃 

⚫ 国内皮革産業のあるべき姿と行動目標・ロードマッ

プの取りまとめについて 

 

 


